
1960年代～2000年代

2010年代以降

2007/10

三井住友ファイナンス＆リース誕生

時代背景

1960年代

高度経済成長期の
旺盛な設備需要

再生可能エネルギー、グローバリゼーション
スマートフォン普及等のモバイル革命への対応

2010年代 2020年代
カーボンニュートラル、
サーキュラーエコノミーへの取り組み

1970年代

オイルショック後の
省エネ・合理化投資

1980年代

情報化社会到来
オフィス・大型
コンピュータ需要

1990年代

IT革命
PC・携帯電話普及に
伴う半導体需要

2000年代

排ガス規制対応

1968

総合リース

1982

住銀総合リース

1986

住銀リース

2001

三井住友銀リース

2012/6
SMBC Aviation Capital

業務開始
SMBC、住友商事と共同で
ロイヤルバンク・オブ・

スコットランドグループから
航空機リース事業を取得

2016/4
General Electric
グループから

日本のリース事業を取得
SMFLキャピタルに商号変更

（2016/9）
SMFLキャピタルをSMFLに統合

（2019/1）

2018/10
SMFLみらいパートナーズ

設立
事業投資・事業運営等、

 新たなソリューションを提供

2022/12
Goshawk Management 

をグループ化
航空機リース事業で
世界第2位に躍進

1963

東西興業

1968

住商リース興産
（リース事業進出）

1969

住商リース

1963

日本リース

2001

GEキャピタルリーシング

2007/10
SMFG

55％
2008/9
60％

住友商事

45％
2008/9
40％ 2018/11

SMFG

50％
住友商事

50％
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451

2012/3

25,310
629

2014/3

36,123

773

2015/3

39,838

870

2016/3

41,927

811

2017/3

48,975

905

2018/3

47,960

976

2019/3

48,152

876

2020/3

52,782

903

2021/3

60,536

2022/3

67,193

1,195

2023/3

1,366

2024/3

1,497

2013/3

32,268

590

連結営業資産（億円） 連結経常利益（億円）

2015/12

DMG MORI Financeを
グループ化

欧州の工作機械の
販売金融ビジネスに参入

2019/1

住友三井オートサービスを
持分法適用関連会社化
モビリティサービス事業への

参画・協働

2019/4

SMBC Aero Engine Leaseを
グループ化

航空機エンジンリース事業に参入

2019/7

マックスリアルティーを
グループ化

不動産関連コンサルティング
事業の取得

2021/1
ケネディクスをグループ化
不動産アセットマネジメント事業

の取得

2020/6

SMFL LCI Helicoptersを
グループ化

ヘリコプターリース事業に参入

時代背景

出資比率 

80,574
83,315

ヤンマー製品の
販売金融ビジネスを取得

2021/7

ヤンマークレジットサービスを
グループ化

ヘリコプターリース事業の
強化

2023/4

LCI Investmentsを
持分法適用関連会社化

（商号変更）

Our History

当社は、我が国でリース産業がはじまって間もなく事業を開始した、銀行系リースの三井住友銀リースと商社系リース
の住商リースが合併して発足しました。事業環境が変化する中、ソリューション力を強化するとともにビジネスモデルを
進化させることで、その時々のお客さまの経営課題や社会課題に応えてきました。併せて、事業強化や事業領域の拡大に
向けて、航空機リース会社、メーカー系リース会社、不動産アセットマネジメント会社等の買収や統合を行い、着実な成
長を遂げてきました。また、SMFG、住友商事両株主からの出資比率変更により、事業投資や事業運営を手掛けられるよ
うになりました。今後もこれら事業を一層強化することで新たなビジネス領域に進出し、さらなる社会課題の解決にチャ
レンジしていきます。




